
発見時の一コマ

公益財団法人滋賀県文化財保護協会

　
安
曇
川
町
を
流
れ
る
青
井
川
の
河
川

改
修
工
事
に
伴
い
、
青
井
川
沿
い
に
あ

る
上
御
殿
遺
跡
（
三
尾
里
地
先
）
と
天

神
畑
遺
跡
（
鴨
地
先
）
の
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
公
益

財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

同
遺
跡
群
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
中
世
の
「
こ

け
ら
経
」
や
「
馬
具
」

を
は
じ
め
、
古
墳
時
代

の
「
大
壁
造
り
建
物
」・

「
木
棺
墓
」・「
石
釧
」
な

ど
と
と
も
に
、
奈
良
・

平
安
時
代
の
「
水
辺
の

祭さ
い
祀し

跡あ
と
」
な
ど
が
、続
々

と
発
見
さ
れ
、
そ
の
都

度
現
地
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
高
島
の
古
代
・

中
世
の
姿
が
新
し
い
資

料
の
出
現
と
と
も
に
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し

た
。

　鋳型に彫り込まれた環と刃の一部が見えた瞬間、「え !!」、「こ
れはすごい !!」と思わず声を上げました。もしかして、写真でし
か見たことのない中国の青銅器の鋳型か。

中村　健二さん

上空から見る上御殿遺跡
（毎日新聞社提供）

【
発
見
さ
れ
た
２
個
一
組
の
鋳
型
】

これはすごい !! 
今まで日本では見たことが
ない短剣の鋳型

古
代
・
中
世
の
新
資
料

が
続
々
出
現
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安
曇
川
駅

上御殿遺跡
です

ここが

安曇川支所

定
説
を
覆
す
大
発
見
！

上
御
殿
遺
跡
出
土  

短
剣
鋳
型

　
安
曇
川
町
の
上か
み

御ご

殿て
ん

遺い

跡せ
き

で
、
柄
の
先
に
２
つ
の
環
が
付

い
た
「
双そ
う
環か
ん
柄つ
か

頭が
し
ら
短
剣
」
の
鋳い

型が
た
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
こ
の
鋳
型
か
ら
復
元
さ
れ
た
短
剣
は
、
柄
と
剣
身
が
一
体

で
、
柄
頭
に
双
環
を
持
つ
な
ど
、
春
秋
戦
国
時
代
（
紀
元
前

７
７
０
年
～
２
２
１
年
）
の
中
国
北
方
地
域
で
使
わ
れ
て
い

た
「
オ
ル
ド
ス
式
銅
剣
」
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
オ
ル
ド
ス
式
銅
剣
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
半

島
で
も
出
土
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
る
銅
剣
の
伝
達
ル
ー
ト
の
定
説
に
、
一
石
を

投
じ
る
大
発
見
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今年の調査では、奈良時代から平
安時代にかけての木製人形

かたしろ
代が

51 点、馬形代が 23 点出土しま
した。人形代は県内２番目、馬形
代は県内１番目の出土数です。

鋳型（出土時下） 鋳型（出土時上）
長さ約 29.5cm、幅約 8.8cm、厚さ　鋳型（下）約 4.4cm、

鋳型（上）約 3.6cm

　高島市シルバー人材センターから派遣された作業員さんが、鋳型の先端を掘りだした時、立派
な砥

と
石が出てきたぐらいの印象でした。彫り込まれた短剣の環と刃が見えた瞬間、急いで写真を

撮影して、図面を作成しないといけないと思い、他の穴を調査している調査補助員さんを呼んで
来て精査し、写真・図面を取り終えました。いよいよ重なっている鋳型の上側を取ると、日本で
は見たことのない双環の短剣の彫り込みが姿を現しました。すぐに、関係各所に連絡。最高に興
奮した声で電話連絡したことが今でも蘇ります。
　鋳型に彫り込まれた短剣に似たものを探せば、オルドス式短剣が最も近いのですが、日本風に
手を加えられており、今後の研究でこの鋳型がいつ、どこからの影響で作られ、この地に置かれ
たか解明できればと考えています。

特  集

定説を覆す大発見　ー上御殿遺跡出土 短剣鋳型ー特集
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